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◎主催 ： 国立大学法人北海道大学 産学 ・ 地域協働推進機構 社会 ・ 地域創発本部
　　　　　　　　　　　　北海道大学 COI-NEXT 「こころとカラダのライフデザイン共創拠点」
　　　　　　　　　　　　北海道大学 SIP 研究テーマ 「自分らしく生き、 自分の意志で決定できる社会をつくる学びの北海道モデル構築と展開」
◎後援 ( 予定 ) ： こども家庭庁、 文部科学省、 科学技術振興機構、 北海道、 札幌市、 岩見沢市

北海道大学 産学 ・ 地域協働推進機構 社会 ・ 地域創発本部 011-706-9602 coi-event@fmi.hokudai.ac.jp

新しい学びのカタチ。
対応力、創造性。
正解のない答えのない時代。
こども達は自分自身で道を探し、
道を選択しなければなりません。
こども達に必要な学びは何か？
自分らしく生きるためにはどんな力が必要か？
サコ先生を迎えてみなさんと共に考えていきます。

参加
費無
料
/ 事
前予
約制

じぶんらしくいきたい！NHK札幌放送局 8Kスタジオ
北海道札幌市中央区北１条西９丁目１－５
※駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。

ウスビ・サコ氏

京都精華大学 全学研究機構情報館長 / 前学長
北海道大学　客員教授

「京都の町家の再生」 や 「コミュニティの活性化」 な
ど、 社会と建築の関係をさまざまな角度から研究し、
身近な視点から多様な価値観が認められる社会の実
現を提唱している。 主な著書
に 『「これからの世界」 を生
きる君に伝えたいこと』 （大
和書房）、 『アフリカ出身
サコ学長、 日
本を語る』 （朝
日新聞出
版） など。
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ウスビ・サコ氏

京都精華大学 全学研究機
構情報館長 / 前学長
北海道大学　客員教授

「京都の町家の再生」 や 「コミュ
ニティの活性化」 など、 社会
と建築の関係をさまざまな角

度から研究し、 身近な視点から多様な価値観が認められる
社会の実現を提唱している。 主な著書に『「これからの世界」
を生きる君に伝えたいこと』 （大和書房）、 『アフリカ出身サ
コ学長、 日本を語る』 （朝日新聞出版） など。

参 加 費：無料
お 申 込：事前予約制
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国立大学法人北海道大学  
産学・地域協働推進機構 社会・地域創発本部
北海道大学 COI-NEXT 「こころとカラダのライフデザイン共創拠点」
北海道大学 SIP 研究テーマ 「自分らしく生き、 自分の意志で決定できる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会をつくる学びの北海道モデル構築と展開」

011-706-9602 coi-event@fmi.hokudai.ac.jp

開会挨拶 /趣旨説明

ご挨拶

基調講演

基調講演

Talk session

ご挨拶

京都精華大学 全学研究機構情報館長 /前学長
北海道大学　客員教授

ウスビ・サコ 氏

北海道大学 産学・地域協働推進機構
社会・地域創発本部 本部長 /副理事

吉野 正則

モデレーター

吉野 正則

登壇者

京都精華大学 全学研究機構情報館長 /前学長
北海道大学　客員教授

ウスビ・サコ 氏

札幌市まちづくり政策局長

浅村 晋彦 氏

北海道大学 理事

行松 泰弘 氏

※駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。

こども家庭庁 長官官房参事官付 子ども意見係

安岡 沙東子 氏

こども家庭庁 長官官房参事官付 子ども意見係

安岡 沙東子 氏

NHK 札幌放送局 局長

出田 恵三 氏

立命館慶祥中学校・高等学校 副校長

山口 太一 氏

こ
ど
も
の
未
来
を
考
え
る
。

こども未来会議

北海道大学 社会 ・ 地域創発本部では、 次世代の子
どもたちが、 明るい未来を共創し、 自分らしく笑顔あ
ふれる社会をつくっていくために国を越えて子どもた
ち、 若者が集い対話し ていくこどもの未来会議の構
築をめざしています。

topics

“E テレ” コンテンツで遊びながら学ぼう！
「ピタゴラスイッチワークショップ」
「Q〜こどものための哲学」
「Why!? プログラミング」　などなど

参加費無料 / ピタゴラスイッチのみ事前予約制


